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Ａ．研究目的 
 国立感染症研究所においては、病原体検査
診断に関する国際研修および国内研修を行
っている。特に、国際研修においては、WHO
西太平洋事務局地域の病原体検査診断に従
事する専門官の人材育成を重要視し、公衆衛
生学上、対策が必要な疾患に関する病原体検
査診断研修を行っている。このなかで、東南
アジア地域各国、例えば、インドネシア、タ
イ、フィリピンおよびベトナムにおいては、
水系感染を引き起こすウイルスによる国内
で発生した急性胃腸炎患者の検査診断なら
びに生鮮食品（魚介類）や乳肉製品の輸出食
料品の微生物学的安全確保のための研修の
ニーズが高い。そこで、本研究においては、
急性胃腸炎患者の起因ウイルス検査診断お
よび食品中に含まれるウイルスの検出に関
する国際研修プログラムの構築ならびに研
修を実施するための先進的な病原体検出系
の構築を行った。また、これらの研修を行う
ため次世代シークエンサーなどの先駆的な
病原体遺伝子解析機器も導入した。 
 
Ｂ．研究方法 
 国際研修プログラムの構築 
 水系感染を引き起こす主要ウイルスを A
型肝炎ウイルス、E型肝炎ウイルス、ノロウ
イルスおよびロタウイルスとした。研修プロ
グラムの座学による研修は、当該ウイルスの
ウイルス学、疫学および各検査診断法を主体
とした。また、実験室内研修は、当該ウイル
スの検出法として、コンベンショナル
(RT-)PCR法、リアルタイム RT-PCR法、シ
ークエンス解析法および分子系統樹解析（近
隣結合法）を主体とした英語によるプログラ
ムを作成した。  
 
先進的病原体検出系の構築と次世代シー
クエンサーを用いた病原体網羅解析研修プ
ログラムの構築 
 上記ウイルス以外にも経口感染症を引き
起こす病原体は多種類存在することは言う

までもない。そこで、次世代シークエンサー
(NGS)を導入し、経口感染症の原因となる病
原体の網羅解析に関する検出系の構築を行
った。また、NGS を用いた英語による研修
プログラムの作成・構築も行った。 
 
（倫理面への配慮） 
特に該当事項は無い 
 
Ｃ．研究結果 
国際研修プログラムの構築 
 研修プログラム期間は、派遣元の諸事情を
考慮し、1週間（実質 5日間）の英語による
研修プログラムを構築した。具体的には、第
1日目に、研修内容のオリエンテーションと
下痢症ウイルス総論、第 2日目は、各種ウイ
ルスのウイルス学・疫学検査診断法の概要に
関する座学、第 3日目から 5日目までは、当
該ウイルスの遺伝子検出、病原体遺伝子定量、
シークエンス・系統樹解析を実験室内診断研
修とした。 
 
先進的病原体検出系の構築と次世代シー
クエンサーを用いた病原体網羅解析研修プ
ログラムの構築 
 NGS は、ウイルス細菌を含む病原体のフ
ルゲノムおよびディープシークエンシング
を遂行することが可能な機種 (Illumina 
MiseqII)を導入した。また、NGSを用いた病
原体網羅解析の英語によるマニュアルも一
部完成した。 
 
Ｄ．考察 
今回、本研究において、水系感染を引き起
こすウイルスによる国内で発生した急性胃
腸炎患者の検査診断ならびに生鮮食品（魚介
類）や乳肉製品の輸出食料品の微生物学的安
全確保のため、病原体検査診断に従事する国
外の専門官のための研修プログラムの構築
およびプログラムを遂行するための機器整
備を行った。本プログラムにより、WPRO
西太平洋地域に属する国の専門官であれば、
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約 1週間のプログラムで、水系ウイルスの主
な原因である A 型肝炎ウイルス、E 型肝炎
ウイルス、ノロウイルスおよびロタウイルス
の疫学やウイルス学のみならず、これらの病
原体の検査診断法が習得可能になると思わ
れる。 
国内外において、食品が原因と思われる食中
毒の一定数は、起因病原体が原因不明になっ
ている。その一方で、NGSによる原因究明
が進み、クドアなどの新規病原体も同定され
るようになってきている。したがって、今後、
NGSを応用した水系感染あるいは食品に由
来する感染症の病原体検索が進むと思われ
る。来年度以降、研修プログラムのさらなる
充実と導入したNGSやリアルタイムPCRを
応用し、国内外の研修充実化を図りたい。 
 
Ｅ．結論 
 急性胃腸炎患者の起因ウイルス検査診
断および食品中に含まれるウイルスの検出
に関する国際研修プログラムの構築ならび
に研修を実施するための先進的な病原体検
出系の構築を行った。その結果、水系感染を
引き起こす主要ウイルスの国際研修プログ
ラムが完成した。また、次世代シークエンサ
ー(NGS)を導入し、経口感染症の原因となる
病原体の網羅解析に関する検出系の一部構
築を行った。また、NGS を用いた英語によ
る研修プログラムの作成・構築も一部完成し
た。 
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